
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆南丹市の概要 
  南丹市は、京都府のほぼ中央部に位置し、北は福井県と滋賀県、南は兵庫県と大阪府、西は

綾部市、京丹波町、東は京都市、亀岡市に隣接しています。  
本市は、平成１８年に北桑田郡美山町と船井郡園部町、八木町、日吉町の４つの町が合併し、

誕生した市で、面積は６１６．３１㎢（京都府の１３．４%）と京都市に次ぐ広大な面積を有し

ています。 
緑豊かな自然に恵まれた地域で大半を丹波山地が占め、北部を由良川が、中・南部を桂川水系

の大堰川が流れ、四季の彩りに満ちた美しい清流とその水源をかん養する森、大自然に育まれた

京野菜や乳製品など農林産物の恵みをもたらす里山など、豊かな自然と風土が息づいており、ふ

るさとの原風景を色濃く残す「美山かやぶきの里」などは、全国的な知名度で、府内外や近隣諸

国からも多くの方にお越しいただいているところです。 
一方で都市圏近郊の好条件を活かし、道路網や交通網など利便性を一層高めている園部、八木、

日吉地域では、個性あふれる多くの大学等が立地し、現在では約３，７００名余の学生が行き交

う街となっており、広大な市域の中で異なる様々な顔を持っています。 
 

◆国保事業の現況 
 平成２５年度末における南丹市国民健康保険の被保険者数は、８，８９３人と同年４月１日付

の市の人口３３，６１０人の２６，５％となっております。 
 また世帯数では、５，０６２世帯と市全体１３，８９２世帯の３６．４％となっており、経年

でみると被保険者数、世帯数ともに年々減少の傾向にありますが、加入者に占める前期高齢者の

割合は、３９．１％と年々増加の傾向にあり、高齢化の進展が浮き彫りとなっています。  
 
 ＜南丹市国保被保険者数等の動向＞    
 
 
 
 
 
 

年度（平成） 
２３年度 ２４年度 ２５年度 

被保険者数（人） 世帯数 被保険者数（人） 世帯数 被保険者数（人） 世帯数 

南丹市国保 ９，１０１ ５，１３６ ８，９３１ ５，０７９ ８，７３２ ５，０６２ 

南丹市全体 ３４，１４６ １３，６１５ ３３，９８７ １３，７６１ ３３，６１０ １３，８９２ 

加入率（％） ２６．６％ ３７．７％ ２６．３％ ３６．９％ ２６．０％ ３６．４％ 

前期高齢者の割合 ３５．０％ ３６．４％ ３９．１％ 

http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/kurashi/101/006/022/index.html
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 南丹市においては、被保険者数が減少している反面、医療費は、高齢化の進展や医療の高度化

等の要因により、増加の傾向にあります。特に平成２５年度においては、これまで３２万円以下

で推移していた一人当たりの医療費が、３４万４千円と２万円以上（８％）の伸びを示していま

す。 
＜医療費の推移＞                単位：千円 ＜一人当り医療費の推移＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 
◆国保税収納率向上の取組 
 南丹市では、平成１９年度より徴収嘱託職員３名を雇用し、滞納者との納付相談や納付指導、 
また、夜間の臨戸訪問等のきめ細やかな対応を行ってきました。また、未納者には、短期証を発

行し、納付相談の機会を確保するとともに、財産調査等を実施し、執行停止や差し押え等、適切

に滞納処分を実施する中で被保険者間の公平性の確保に努めてきました。 
結果として、収納率は、現年分、過年分とも、毎年、わずかながらではありますが前年度を上

回る数値となっており、一定の成果が現れてきているものと思われます。  
 平成２６年度からは、滞納繰越分について京都地方税機構に移管を行い、より一層の収納率の

向上に努め、国保の健全運営、また被保険者の皆様の信頼確保につなげたいと考えています。 
＜収納率の推移＞                     

 

◆医療費適正化の取組 
 南丹市では、平成２３、２４年度の２ヵ年に亘り、国保ヘルスアップ事業を活用した「糖尿病

重症化予防事業」を実施しました。本市においては、以前から糖尿病における受診率や医療費が

常に上位であり、また、腎不全等による人工透析等に係る医療費も非常に大きく、国保の財政面

からみても、その重症化予防や発症予防が課題となっていました。 
そのような中、南丹市を含む南丹医療圏で、この「糖尿病」における受療率が府下の平均と比

較して約２．６倍にも昇っているとの情報を得、京都府の指導のもと、圏域の２市１町（亀岡市・

南丹市・京丹波町）が共同して「南丹医療圏糖尿病重症化予防事業」として実施することになり 
ました 
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年 度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 

費用額 2,866,616 2,807,702 2,890,353 2,833,499 3,000,015 

 

療養給付費 2,800,607 2,738,700 2,826,383 2,771,115 2,940,205 

療養費 66,009 69,002 63,970 62,384 59,810 



 
 事業の目的としては、糖尿病の患者が主治医等との連携 
のもと、「重症化予防プログラム」に基づいて患者自身で 
体調管理を行い、生活の質を高めることにより、透析への 
移行や合併症の発症、重症化の予防・遅延を図るといった 
もので、セルフマネジメントへの誘導を目的としています。 
この事業での主な取組は、糖尿病性腎症第２期及び３期 

の通院患者に対して、広島大学で開発され、広島県の呉市 
が採用した「糖尿病重症化予防プログラム」を用いて、専 
門の教育を受けた看護師等が、食事や運動指導、電話相談 
など１２ヵ月のプログラムを実施するというもので、圏域 
内では２ヵ年で６４名が参加され、うち南丹市では、２４ 
名の方に参加をいただきました。 
参加者の方々からは好評で、事後の調査では、生理学的な指標や自己効力感等で維持または改

善されており、一定の成果が現れてきているものと思われます。今後もアンケート調査や追跡調

査を実施する中で事業の効果検証を行っていきたいと考えています。 
 

本事業の中では、さらにもう一つの取組を行いました。 
具体的には、特定健診データから糖尿病が疑われるけれども、 

医療機関を受診された形跡のない方を直近のレセプトデータか 
ら抽出し、担当の保健師が訪問や電話勧奨により受診勧奨を行 
うといったもので、南丹市では、２ヵ年で該当者３１名に対し受 
診勧奨を行ったところ、約半数の１５名が受診に繋がりました。 

この取組については、現在も継続して実施しており、今後の効 
果に期待しているところです。 
 
このような取組を２ヵ年に亘って実施したところですが、事業

の性質上、参加者と担当看護師等とのマンツーマンの実施であ

り、実際「自分だけが頑張っているのではないか？」とか「他の 
参加者の声も聞きたい」などの意見がありました。 

 そこで、それらの声を反映すべく、医療圏全体で協議し、参加者相互の情報交換や交流の場と

して、参加者の家族も交えた中で「ＤＭフレンズの会」なるものを発足しました。 
会では、会報誌の発行や研修交流会、また、広島県の糖尿病患者会から講師を招き、低たんぱ

く食の調理実習などを行い、参加者の皆様から 
は「今後も続けて欲しい」との声もいただいた 
ところです。 
医療圏においてのこれら一連の事業は、平 

成２４年度で一旦終了しましたが、南丹市で 
は、２５年度以降もこの「ＤＭフレンズの会」 
は継続して実施しており、運動教室や調理実 
習などを取り混ぜながら参加者の皆様の健康 
維持・増進のための支援を行っています。 


